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第２回静岡県内各県人会協議会 総会のご報告 

昨年 4 月 1 日に発足した「静岡県内各県人会協議会」の第 2 回総会が、去る 6 月 17 日、

ホテルセンチュリー静岡で開催されました。本協議会は福井、石川、新潟県の 3 県の各県

人会で構成されていますが、今回の総会には更に滋賀、福岡、鹿児島県の各県人会から代

表の方も参加され、昨年の総会よりも多い総勢 35 名での開会となりました。今回の総会

では、事前に各県から取り寄せた故郷の特産品を販売することになり、沢山のふるさとの

味、お菓子、餅、お酒などがテープルに並べられました。 
正午 12 時より第一部の総会が、本会の高橋副会長(新潟)の開会の辞で始まり、同氏の司

会で進行されました。先ず武長会長(福井)が挨拶に立ち、昨年の 1 年間は本会の基礎固め

を重点にした活動でありましたが、本年は本会の目的である会員相互の交流を深め、親睦

を図ること・・を第一として、色々な行事を企画し活溌な活動を推進することに努めたい・・

との、強い口調での挨拶がありました。 
その後、議案の審議に入り、本日 2 議案が上程され、平成 29 年度の事業報告及び収支

報告、監査報告を、続いて平成 30 年度の事業計画及び予算(案)について、それぞれの担当

から説明があり、それらの全てが全員一致の賛成で承認されました。その後、全員で記念

撮影をして第一部が閉会となりました。 
暫く休憩のあと、第二部の懇親会となり、眞野さん(福井)の爽やかな口調での司会で始

められました。先ず、石川県人会副会長の浜田さんによる乾杯の音頭で会食・歓談となり

ました。程なくして余興が始まり、新潟の女性で岩崎順子さん、漆畑千春さんが和服姿で
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三味線や太鼓を持って入場され壇上へ、さっそく民謡のちゃっきり節や農兵節を、そして

本場の「佐渡おけさ」などが披露され、岩崎さんの艶やかな歌声が広い会場いっぱいに広

がり、その素晴らしさに思わず聞き入ってしまいました。「佐渡おけさ」の歌に合わせて

新潟県人会の皆さんの踊りなども楽しませて頂いたあと、各県人会別に参加者の紹介と、

それぞれの県人会の活動状況の説明や、代表者の自己紹介などがありました。歓談中の会

場内は、とても賑やかで、皆さん存分に楽しんでいるようです。続いて各県の県民性を披

露ということで、司会者から指名された各県の代表 6 名が壇上で、それそれのお国自慢や、

県民の性格や、方言などをお話しされたが、逆に司会者からの巧妙な質問には、ウーン、

とか困ったァー、とか、タジタジな姿も・・更に大橋さん(福井)のハーモニカの演奏で、

奏でる音色の素晴らしさに感動してしまいました。皆さんの語らいも尽きないようでした

が、終わりの時間も近づき、岩崎さんの三味線に合わせて、皆で「ふるさと」を合唱した

あと、閉会の辞を松谷新潟県人会会長に、最後は新潟の神田さんの力強い三本締めで閉会

となりました。 
特産品販売も、お陰様で完売出来て良かったですが、懇親会にあと少し長い時間が欲し

い感じでした。余興などに内容のある楽しい、和やかな雰囲気の総会でありました。 
－ 幹事 内田文江 記 － 

“春嶽の自転車”復元 

日本で初めて自転車に乗ったとされる、幕末の福井藩主松平春嶽の史実を後世に伝えよ

うと、福井県が復元に取り組んできた三輸自転車「ビラスビイデ独行車」が完成し県庁で

公開された。(3 月 26 目に公開) 
江戸時代の終わりの頃、1862(文久 2)年に、江戸霊岸島の福井藩邸で、家臣が組み立て

た自転車を春嶽が楽しく乗り回していたことが、当時春嶽に仕えていた藩士が書き留めた

「御用日記」に記されていた。県はこの史実を広く伝えようと、自転車の復元に取り組む

こととし、その形状や、部

品、車輪などの必要な資料

を、あらゆる方面から取り

寄せ、また専門家の協力を

得て一から設計し見事に完

成させることが出来た。復

元された自転車は木製で後

輪の直径が約 1 メートルも

あり、ペダルを前後に踏み

込んで回す。ただプレーキ

は付いていない。今回県庁

で公開しその後は県施設を

巡回するほか、イベントな

どでの活用を検討している。 
福井新聞の記事を抜粋して 
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福井城山里口御門 

幕末明治福井 150 年博に合わせて、福井県が 2016 年に着工した福井城祉西側の山里ロ

御門の復元工事が今年 3 月、遂に見事に完成し、24 日にオープニングセレモニーで開門し、

多くの関係者が参加し完成を祝って通り初めをした。総事業費として約８．２億円をかけ

て整備した。事業費の一部はふるさと納税の寄付金や募金でまかなっている。 
2 階部分に長屋状の建物が乗る高さ８．４メートルの櫓門と、櫓門に通じる小さな棟門

と、土塀との三つで構成されている。伝統工法を随所に採用し、福井藩主の松平春嶽公が

本丸へ向かうのに通ったとされる往時の姿を復元した。天守台跡の井戸跡「福の井」から、

江戸期の風情をたたえた櫓門と棟門をくぐって御廊下橋を渡り、福井市中央公園へと抜け

る散策ルートがつながり、新たな歴史スポットとして注目されそうだ。 
福井新聞の記事を抜粋して 
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県内４駅舎案出そろう 

福井駅 
柔らかな曲線で一乗谷朝倉氏遺跡

や、大本山永平寺の唐門をモチーフ

としたデザイン。 
 
 
 
 
芦原温泉駅 
落ち着いた色と木調で、あわら温泉

を彷彿とさせるテザイン。 
 
 
 
 
南越駅 
建物全体が白と黒のコントラスト

で、コウノトリを表現したデザイン。 
 
 
 
 
敦賀駅 
敦賀市の市鳥「ゆりかもめ」と、船

首部分のシャープさをイメージした

大屋根が特徴としたデザイン。 
 
 
 

 
北陸新幹線敦賀開業時に、県内の北の玄関口となる芦原温泉駅をはじめ、福井、南越、 
敦賀の 4 駅全ての案が 3 月に出そろった。それぞれの地域の観光名所や特色が反映された

デザインである。 
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今後の行事予定を、お知らせします。 

【その 1 ： 三島夏祭りと納涼会】  
８月１７日(金)に、東部の三島で納涼会を開催します。 
当日は三島夏祭りの最終日で、街中を山車が練り大変賑やかで、また大社の境内で恒例の

流鏑馬が催され、大変見応えがありますのでお出かけ下さい。 
集合は、三島駅南ロ前に午後 1 時です。尚納涼会だけに参観希望の方も大歓迎ですので、

その方は夕方 5 時に三島駅南口にお集り下さい。会費は、納涼会の会食費で約 4,000 円程

度です。(参加を希望される方は、早めに役員のどなたにでも連絡をお願いします) 
 
【その 2 ： 中部バーベキュー会】 
・日時：9 月 1 日(土) 
・場所：藤枝市の『もうもう BBQ』 

（藤枝市潮６６３ ； 電話番号０８０－５１１４－４１２９） 
・参加希望者は、JR 西焼津駅北口に１０時３０分に集合しタクシーに分乗して会場へ。 
・会費：４，０００円（タクシー代・電車代は実費負担） 
・参加希望者は８月１６日（木）までに幹事までご連絡ください。 
 
【その 3 ： 国会議事堂など見学バス旅行】 
10 月～11 月の頃に、2 つの案件の行事を計画しています。 
① 案１０月２３日(火)当日朝７時ごろ JR 静岡駅前に集合して貸切バスで東京へ行き国会

議事堂や最高裁判所、迎賓館などを見学する行事。 
②案は、貸切バスで県内の中、西部地域内での社会見学として 3 社程度の 
工場見学をする行事。 

◆◇◆◇◆◇◆  事務局より  ◆◇◆◇◆◇◆ 
1．平成３０年度の年会費の納入者のご報告 

本年度の年会費(3,000 円)の納入者のご報告で、5 月発行の会報に記載した 
あとに振り込まれた方を掲載しました。7 月末日現在です。 
この会報の掲載を以って、領収書に替えさせて頂きます。有難うございました。 
平成３０年度年会費納入者(敬称は省略します) 
 
 会費納入者（敬称は省略します。） 
  井村幸広  岩本次峰  相川麗子  帰山重治  島田晴美  岡崎登喜雄 

南弘    太田太   森永泰信  吉村英晴  島田寿朗  一瀬英憲 
茂木光子  尾武英信  大嶋政春  窪田直和  中井弘和  前田賢一 
吉田典昭  川上幸雄  窪田靖子  田村昌興  深水實   奈良修三 
吉田真也  加藤正嗣  鈴木昭夫  大橋忠   古川一夫     由比藤やよい  
矢代謹治  小金山万亀子 
※未だ未納の方は、至急納入して頂きますように宜しくお願い致します。 
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